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協議方針について 
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静岡県中央新幹線対策本部長 
 



  

 

 

 

＜これまでは、「交渉」「論争」。やっと「対話」が始まります。＞  

「トンネル湧水を全量戻す」と「必要に応じて戻す」の交渉、  

論争 ⇒参考０を参照 

 

＜現状＞  

○10月17日、ＪＲ東海は「原則として、トンネル湧水を全量戻す」

を表明。同月30日にデータ等の資料が県に届けられ、その後、

ＪＲ東海は、南アルプス自然環境有識者会議地質構造・水資源

部会委員にその内容を説明。 

○11月６日、有識者会議生物多様性部会、本日(21日)、地質構造・

水資源部会を開催。 

 

＜今後＞ リスクに関する対話 

○残る主な課題は何か。⇒参考１を参照 

 

○ハザードやリスクについての説明責任は、どちらにあるので 

しょうか。⇒利水者、自然ではなく、ＪＲ東海 

⇒ハザード、リスク 

 

○資料の価値は「量」ではなく「質」。「質」とは利水者や住民等

の社会一般の方々が理解できるものであることです。 

 

○これからは、ＪＲ東海が説明責任を果たしてくれることを期待

しています。 

それに基づき、ハザードやリスクについて、非専門家（社会）

が理解できる形のリスク・コミュニケーションを行っていきた

い。⇒リスク・コミュニケーション：参考２を参照 

 

⇒ 相互の信頼の下でのリスク・コミュニケーションが重要 

リニア中央新幹線南アルプストンネル工事に関する 

ＪＲ東海との対話について 
（ＪＲ東海への手交資料の一部を変更） 
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参考０ 

 

これまでの静岡県、利水関係者の主張 

 

  

南アルプスのような高山かつ複雑な地形の中での水収支（降水が

どのように河川水や地下水になるのか等）は、よくわからない（不

確実性が大きい）。 

 かつ、南アルプスの生態系は水位、地中の水分量の変化等の影響

を受けやすい環境にある。この影響はさらに不確実性が大きい。 

 

 よってまず、「単純にモノを考えましょう」 

 （わからないことを、わかる、わかるというのはやめましょう。） 

 

⇒大井川水系から出た水は全量、大井川水系に戻す。 
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参考１ 残る主な課題は何か。 

 

全量戻しは、「対話」の必要条件。 

これからは、十分条件についての「対話」。 

 

○トンネル湧水量、導水路トンネル内の湧水量等(ハザード)がどの

程度かについては不確実性がある。それが河川流量や自然環境に

どういう影響(リスク)があるかについては、さらに大きな不確実

性がある。 

まず、不確実性の存在の確認が必要。 

⇒河川流量２ｍ3/秒減少の予測を検証してみる。 

⇒問題の所在が明らかになる。（ハザード、リスクの推定の限

界など） 

 

○トンネル湧水により、トンネル上部、下部の水位の大きな低下の

おそれ、それによる沢枯れや生物、生態系へ影響のおそれについ

ての評価が必要。 

例えば、２ｍ3/秒は、単なるＪＲ東海の推測値。大量湧水の場合

は、回復が困難となるおそれ。影響（リスク）についての丁寧

な検討が必要。 

 

○ 地下水は、河川流量の安定化効果がある。トンネル湧水は、地

下水を河川表面水に即時に変えることになり、この安定化効果

を減少させる。（安定化効果：洪水時のように、河川流量大・高

水位の時は、地下水は、河川に出て来にくい。渇水時には多く

出る。）これを評価した上での全量の戻し方の議論が必要。 

 

⇒ 単に、全量戻せばよいという問題ではありません。 
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参考２ リスク・コミュニケーションの内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

影響を与える側：事業者 

影響を受ける側：住民、自然 

次の２つについての対話が必要 

・どういうリスクが存在するかという認識（事実判断） 

・そのリスクを許容できるかという認識（価値判断） 

○事業の実施前という、事前の時点における予測には限界が

あるので、リスクの推定には、不確実性が大きい。 

事前に出来る限り、ハザード(危険の発生源)とリスク

を推定し、リスクを小さくする。 

予測できないことにより残るリスクは、事業中の事業者

の観測と対応でリスクを小さくしていく。 

○「影響を与える側」と「影響を受ける側」 

「事実判断」と「価値判断」が異なる。（乖離がある）

対話によって、乖離を小さくする。 

影響を受ける側は、「非専門家」。 

非専門家が分かるように説明することが、事業者が「説明

責任」を果たす意味。 

影響を与える側に説明責任 

どのようにリスクを回避・減少させるかについての丁寧な

対話が必要 
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ザ
ー
ド
と
リ
ス
ク
へ
の
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処
方
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ザ
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ザ
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推
定

ハ
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ド
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み

ぞ
知
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)
 

見
誤

り
 

見
落
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大
き
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ス
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ハ
ザ

ー
ド

に
よ

る
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に
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に
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誤
り
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発
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定
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落
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定
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ザ
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定
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定
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ザ
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ザ
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業
中

・
事

後
対

処
 

③
ハ

ザ
ー

ド
と

リ
ス

ク
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の
対

処
方

法
を

決
め

て
お
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⑤
現

場
で

の
観

測
に

よ
っ

て

推
定

ハ
ザ

ー
ド

が
真

の
ハ

ザ
ー

ド
に

近
く

な
る

 

あ
ら
か
じ
め
決
め
て
い
た
ハ
ザ

ー
ド
と
リ
ス
ク
へ
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対
応
方
法

や
現
場
で
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即
応
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じ
て
リ

ス
ク

を
最
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す
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①
 

②
 

事
前
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限
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ス
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④
こ
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受
忍
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こ

と
が
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意

さ
れ
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後

、

事
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工
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手
す

る
 

 

⑥
リ

ス
ク
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低
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工
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・
ル

ー
ト
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現
場

の
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ザ
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を

小
さ
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す
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の

ハ
ザ

ー
ド
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（図表の説明） 

 

 

①事前の（事業実施前）の「ハザード」と「リスク」の推定には、情報が限られ

ている（特に地中の現象は見えない）ので、大きな不確実性が伴います。 

 

②それでも、詳細な検討により（英知を絞り）、ハザードとリスクの推定精度を

高めます。工法の変更などにより、真のハザードを小さくします。 

 

③それでも、リスクは残ります。事前の推定において、ゼロリスクということは

ありません。そこで、事業中・事後にハザードとリスクが顕在化した場合の対

処方法をあらかじめ決めておきます。 

 

④「この程度のリスクであれば許容（受忍）できる」ことが合意された後、事業

（工事）に着手します。 

 

⑤事業中に、工法の変更等や地中調査、先進坑掘削などから得られる情報で、ハ

ザードやリスクの推定の精度を高めます。 

 

⑥何か問題（ハザード）が発生し、それによって影響が生じそうな時は、リスク

の低減措置をとります。 

これらにより、リスクを最小化します。 
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リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造

住
環

境
や

自
然

環
境

に
影

響
を
与

え
る
恐

れ
（
リ
ス
ク
）
が

あ
る
施

設
整

備
事

業
に
お
い
て
、
反

対
住

民
と
事

業
者

間
で
は

、
認

識
が

異
な
る
２
つ
の

リ
ス
ク
レ
ベ
ル

が
存

在
す
る
。

１
つ
は

、
リ
ス
ク
の

見
積

も
る
レ
ベ
ル

（
認

知
レ
ベ
ル

）
の

違
い
で
あ
る
（
図

の
実

線
―

の
曲

線
又

は
破

線
--
の

曲
線

）
。
反

対
住

民
は

受
動

リ
ス
ク
（
望

ん
で
い
な
い
の

に
持

ち
込

ま
れ

た
リ
ス
ク
）
の

た
め
、
リ
ス
ク
を
大

き
く
見

積
も
り
が

ち
（
感

じ
が

ち
）
と
な
る
。
一

方
、
事

業

者
は

、
能

動
リ
ス
ク
（
自

ら
の

行
為

に
よ
り
発

生
す
る
リ
ス
ク
）
の

た
め
、
無

意
識

に
リ
ス
ク
を
小

さ
く
見

積
も
り
が

ち
と
な
る
。

も
う
１
つ
は

、
リ
ス
ク
の

受
忍

レ
ベ
ル

の
違

い
で
あ
る
。
反

対
住

民
は

受
動

リ
ス
ク
（
他

者
か

ら
強

い
ら
れ

る
リ
ス
ク
）
の

た
め
受

忍
・
容

忍
（
我

慢
で
き
る
）
レ
ベ
ル

は
低

い
が

（
図

の
・
・
・
・
線

）
、
一

方
、
事

業
者

は
「
こ
の

く
ら
い
は

受
け
入

れ
て
ほ

し
い
」
と
受

忍
レ
ベ
ル

を
大

き
く

設
定

し
が

ち
と
な
る
（
図

の
・
－

・
線

）
。
例

と
し
て
は

、
飛

行
機

に
乗

っ
た
と
き
に
浴

び
る
放

射
線

へ
の

受
忍

で
あ
る
。
高

い
所

を
飛

ぶ
た

め
、
普

段
よ
り
強

い
自

然
放

射
線

を
浴

び
る
。
こ
れ

は
自

ら
飛

行
機

に
乗

る
こ
と
を
選

択
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生

じ
る
リ
ス
ク
（
能

動
リ
ス

ク
）
の

た
め
、
あ
る
程

度
リ
ス
ク
が

あ
っ
て
も
許

容
で
き
る
。
一

方
、
自

分
が

選
択

す
る
の

で
は

な
く
、
相

手
の

行
為

に
よ
っ
て
受

け
る
迷

惑
な
リ
ス
ク
（
受

動
リ
ス
ク
）
で
あ
れ

ば
、
許

容
で
き
る
レ
ベ
ル

は
小

さ
い
値

（
究

極
は

ゼ
ロ
リ
ス
ク
）
と
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の

受
忍

レ
ベ
ル

に
つ
い
て
は

、
住

民
（
受

動
リ
ス
ク
者

）
は

最
後

ま
で
低

い
レ
ベ
ル

（
こ
こ
ま
で
低

く
な
い
と
受

忍
で
き
な
い
）
を
求

め
、

一
方

、
事

業
者

は
住

民
よ
り
高

い
レ
ベ
ル

を
求

め
る
（
こ
の

く
ら
い
な
ら
我

慢
し
て
く
だ
さ
い
よ
）
。

さ
て
、
リ
ス
ク
レ
ベ
ル

の
見

積
も
り
・
予

測
に
は

不
確

実
性

が
伴

う
。
真

の
リ
ス
ク
レ
ベ
ル

は
、
神

の
み

ぞ
知

る
、
で
あ
る
。
話

し
合

い
の

初
期

段
階

で
は

、
事

業
者

は
、
自

ら
多

数
の

情
報

に
基

づ
き
リ
ス
ク
レ
ベ
ル

を
予

測
す
る
た
め
、
比

較
的

真
の

リ
ス
ク
レ
ベ
ル

に
近

い
。

た
だ
し
、
事

業
者

は
、
能

動
リ
ス
ク
で
あ
る
こ
と
や

見
落

と
し
に
よ
っ
て
、
真

の
リ
ス
ク
レ
ベ
ル

よ
り
リ
ス
ク
を
小

さ
く
見

積
も
り
や

す
い
。

一
方

、
地

域
住

民
は

、
リ
ス
ク
レ
ベ
ル

の
見

積
も
り
の

た
め
の

情
報

が
不

足
し
て
い
る
こ
と
と
、
迷

惑
な
受

動
リ
ス
ク
で
あ
る
た
め
、
リ

ス
ク
レ
ベ
ル

を
大

き
く
見

込
み

が
ち
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
対

話
の

当
初

は
、
事

業
者

と
住

民
の

リ
ス
ク
の

見
積

も
り
（
認

知
レ
ベ
ル

）
に
は

大
き
な
乖

離
が

あ
る
。
そ
の

後
、
話

し
合

い
を
重

ね
る
と
、
情

報
不

足
や

思
い
違

い
が

是
正

さ
れ

、
事

業
者

と
住

民
の

認
知

レ
ベ
ル

の
差

は
少

し
ず
つ
小

さ
く
な
っ
て
い
く
。

大
事

な
こ
と
は

、
両

者
の

信
頼

関
係

で
あ
る
。
住

民
が

事
業

者
を
信

頼
し
て
い
な
い
場

合
は

、
た
と
え
事

業
者

が
客

観
性

と
確

度
の

高

い
情

報
を
出

し
て
も
、
信

用
で
き
ず
、
事

業
者

と
住

民
の

リ
ス
ク
の

認
知

レ
ベ
ル

の
差

は
埋

ま
ら
な
い
。
そ
し
て
、
最

後
ま
で
認

知
レ
ベ
ル

の
小

さ
な
偏

差
が

残
り
、
最

悪
は

、
「
私

の
方

が
正

論
論

争
」
と
な
り
、
い
つ
ま
で
も
論

争
が

続
く
か

、
事

業
者

が
一

方
的

に
打

ち
切

る
か

に
な
る
。
こ
れ

は
避

け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

逆
に
、
信

頼
が

あ
れ

ば
偏

差
は

し
だ
い
に
小

さ
く
な
り
、
最

後
は

そ
の

差
を
代

替
措

置
や

互
譲

な
ど
で
ど
う
埋

め
る
か

に
つ
な
が

っ
て
い
く
。

（参
考
）
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「 生 活 環 境 へ の 影 響 の 大 き さ 」 と 「 受 忍 で き る レ ベ ル 」

時
　

　
間

「
事

業
者

か
ら

の
情

報
提

供
不

足
」

「
内

容
の

理
解

し
に

く
さ

」
「

押
し
付

け
ら
れ
た
リ
ス
ク
(
受
動
リ

ス
ク
）
」
等
に
よ

っ
て

、
真

の
リ

ス
ク

よ
り

リ
ス

ク
を

大
き

く
見

積
も

り
が

ち
と

な
る

住
民

が
感

じ
る

影
響

の
大

き
さ

事
業

者
は

、
「

住
民

の
地

域
へ

の
想

い
等

に
理

解
が

及
ば

な
い

」
「

 
リ

ス
ク

の
見

落
と

し
」

「
無

意
識

の
う

ち
に

リ
ス

ク
を

過
小

評
価

す
る

」
 
な

ど
に

よ
り

、
影

響
を

実
際

よ
り

小
さ

く
見

積
も

り
が

ち
と

な
る

事
業

者
が

認
識

し
て

い
る

影
響

の
大

き
さ

話
し
合
い
に
よ
り
、
双
方
の

認
識
の
差
が
小
さ

く
な
る

影 響 （ リ ス ク ） の 大 き さ

●
反

対
住

民
と

事
業

者
間

で
認

識
が

異
な

る
二

つ
の

リ
ス

ク
レ

ベ
ル

　
①

リ
ス

ク
の

認
知

（
受

け
と

め
方

の
）

レ
ベ

ル
の

違
い

　
　

　
⇒

反
対

住
民

は
リ

ス
ク

を
大

き
く

見
積

も
り

が
ち

　
　

　
⇒

事
業

者
は

リ
ス

ク
を

小
さ

く
見

積
も

り
が

ち

話
し

合
い

環
境
影
響
に
関
す
る
対
話
（
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

☆
最
後
ま
で
認
識
の
差
は

残
る

☆
そ
れ
を
代
替
措
置
や
互
譲
な
ど
で
ど
う
埋
め
る
か

事
業
者
が

考
え
る
受
忍
レ
ベ
ル
（
-・

-・
）

（
こ
の
レ
ベ
ル
は

受
け
入
れ
て
ほ

し
い
）

住
民
が
考
え
る
受
忍
レ
ベ
ル
（
・
・
・
・
）

（
こ
の
レ
ベ
ル
で
な
い
と
受

け
入

れ
ら
れ
な
い
）

反
対
住
民
：
事

業
者
は

リ
ス
ク
を
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
き
て
い
る
が

そ
れ
で
も
リ
ス
ク
を
小
さ
く
見
積
も
り
過
ぎ
（
－
－

－
）
で
あ
る
。

自
分
た
ち
（
住
民
）
が
受
忍
で
き
る
リ
ス
ク
の
レ
ベ
ル

（
・
・
・
・
）
は
も
っ
と
低
い
。

事
業

者
：
自
分
た
ち
は

住
民
意

見
を
聴

い
て
リ
ス
ク
を
修
正

の
上

で
正
し
く
リ
ス
ク
を
認
識
し
て
い
る
（
－
－
－
）
。

こ
の

リ
ス
ク
レ
ベ
ル
（
－
・
－
・
）
以
下
な
ら
ば
住
民
に

は
リ
ス
ク
を
許
容
し
て
ほ
し
い
。

②
リ
ス
ク

の
受
忍

レ
ベ
ル

の
違

い

⇒
反
対
住

民
は
受

動
リ
ス

ク
の
た

め
受
忍

（
我
慢

で
き
る

）
レ
ベ

ル
は
低

い
⇒

事
業
者

は
「
こ

の
く
ら

い
は
受

け
入
れ

て
ほ
し

い
」
と

受
忍
レ

ベ
ル
を

大
き
く

思
い
が

ち
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